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木 村 勝 一・矢 治 幸 夫・元 林 浩 太

(東北農業試験場)
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―Broadcasting of rice seeds without CaO,coating by radio controled helicoptor―
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1  は し め に

水田の大区画化に対応した直播技術の安定化を図るため

には,新たな圃場機械を軸とした超省力・低コスト作業の

体系化技術が不可欠である
1な ここでは,湛水直播の散播

法の一つとして,産業用無人ヘリコプタを利用して酸素供

給剤をコーティングしない籾を散播し,作業能率と苗立・

生育収量を調査した結果を報告する。

2試 験 方 法

0)供試機械
産業用無人ヘリコプタ (RCヘ リ),(YttR-50)最大
搭載量 (散布装置含み) 20kg
噴頭回転式広幅散布機 (広幅散布機),走行台車は高床
作業車 (1社 JK-11)
●)試験区
1)RCヘ リ散播区
供試品種と種子予措 :「かけはじ」,コ ーティングなし,

及び酸素供給剤 (商品名 :カ ルバー16)をコーティングし

た 2倍重種子 (乾籾と酸素供給剤を等量コーティング),

いずれも,ヒ ドロキンイツキザ・ ゾール・ メタラ■シル

(商品名タチガレエース粉剤)を乾籾の 3%の 割合で酸素
供給剤と同時に粉衣

播種期 :1995年 5月 9日

供試圃場 :場内圃場 (多湿黒ボク土),1 15ha(50× 230

m)を 2分割して供試
播種時の整地状態 :前日代かき後,播種前に落水

施肥量 (N,10a当 たり):基肥5 0kg(4/28),追 肥
2 0kg(7/18)

除草体系 :ピ ラゾスルフロンエチル・ エトペサンド (商

品名サンウエル)又はベンスフロンメチル・ ジナビペレー

ト (商品名プッシュ)(5/17)の 一発剤処理 ,ヒ エの多
発した所にシハロホップブチル・ベンタゾン (商品名クリ

ンチャーBAS)(7/14ス ポット散布)
病害虫防除 :ン フロプロトリン (商品名ンクロパックU)

(6/19),プ ロベナゾール (商品名オリゼメー ト)(7/
18)

減水深 :6 om/日

2)広幅散播区
噴頭回転式広幅散布機で播種 (散布機50m)

供試品種と種子予措 :「まいひめ」,3倍重種子 (酸素供
給剤を 2に対し乾籾を 1の割合でコーティング), ヒドロ

キンイツキザ●プール・ メタラキシル粉剤を乾籾の3%粉衣

播種期 :1995年 5月 10日

供試圃場 :場内圃場 (多湿黒ボク土),0 9ha 60× 180m)

播種時の整地状態 :前 日代かき後,播種前に落水 し,圃

場の一部を溝つけ処理 (図 1)

施肥量 (N,10a当 ):基肥60k8(4/28),追肥1 9kg
(6/16),2 0kg(7/24)
除草体系 :ピ ラブレート (5/12)― ベンスルフロンメ
チル・ ジナビペレート (6/2)
病害虫防除 :ン クロプロトリン (6/19),プロベナゾー
ル (7/2)
減水深 :261m/日

13)調査項目 :苗立状態,生育収量,播種作業能率など

3 試験結果及び考察

(D RCヘ リによる播種
前日に代かきし,翌朝落水してコーテイングなしと 2倍

重種子を播種した。RCヘ リは搭載重量が播種機を含め20
kg以下と限られるため,酸素供給剤コーテイングを省いて

資材軽減をし,フ ライト回数を少なくすることで播種作業

能率向上をねらった。コーテイングなしの播種は作業幅 5

1n,飛行速度 5m/Sの 1回作業の設定で行った。 2倍重
種子の散播は長返方向に作業幅51nの往復重複播種をした

が,計画播種量の30%が残ったので短辺方向に101111間 隔に

重複播種した。作業は4人の組作業人員 (オ ペレータ,ナ
ビゲーター,播種位置確認と補給)で ,コ ーテイングなし
はフライト8回 ,2倍重種子はフライト14回であった。播
種装置の吐出量の調節によってコーテイングなしの播種の

場合は1フ ライト平均所要時間が 6分と長く,2倍重種子
は 1フ ライト平均所要時間が 4分と短いがフライト回数が

多くなったので,作業能率の差は少なく,いずれも約70a

/hであった。播種深度は,6月 10日の調査で 3-51m程
度であった。

広幅散播区は噴頭回転式広幅散布機で播種した。圃場の

一部に幅15col間隔に深さ3m程度を目標とした溝つけ処理
した圃場を設けた (図 1)。

(2)苗立状態と初期生育
RCヘ リのコーテイングなしと2倍重種子は苗立数145
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表3 湛直散播の生育収量 (場内試験) (1995年 )

図 1 溝付け処理

表 l RCヘ リ播種作業能率
YttR-50 日時 :199559(晴)

表 2 RCヘ リ播種の苗立状態 (本/イ )
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本/ピ前後で計画の100本/ぽより多くなった。苗立むら
は5× 20mメ ッシュではいずれも変異係数45%程度で広幅
散播区と同程度とみられた。初期生育は減水深の少ない

RCヘ リ区が広幅散播区より良好であった。また,代かき
後の溝つけの効果は,土の柔らかい部分では溝付けが不十
分であったので明らかでなかった。

RCヘ リ区の除草は一発処理剤の体系にしたため, 7月
20日以降ヒエの発生が多くなり,12時間/10aの人力除草
が必要となった。広幅散播区は2回の標準的なサンバード

+ベ ンスルフロンメチル・ ジナビペレートの体系処理をし
たが,出穂期以降のヒエの発生が多く人力を含め 6時間/

注 ※ :浮上がり株率は,収量調査時の刈株を手で容易
に引抜きできた株の割合

10aの除草労力を要し,水管理方法や除草体系の見直しが

必要と考えられた。

0 収量調査
苗立数の多かった RCヘ リ区は倒伏を警戒 し追肥量を
減じたため,稗長が65¨と短く倒伏の発生はなかったが ,
部分刈り収量をみると,473か ら476眩/10aと少なかった。
広幅散播区は519聴/10aで ぁった。

4 ま と め

RCヘ リを利用してコーテイングしない籾と酸素供給剤
をコーテイングした 2倍重種子を作業幅5m,飛行速度 5
m/Sの作業の設定で散播した結果は,4人の組作業人員
で,1フ ライト平均所要時間は4-6分 ,作業能率はいず
れも約70a/hであった。苗立むらは,変異係数45%で噴
頭回転式広幅散布機の散播と同程度であった。

酸素供給剤なしでも播種量を 6 kg/10a程度に多くし,
殺菌剤を粉衣して水管理や施肥管理に注意すれば,大区画

圃場で,RCへ りによる湛水散播方式の直播が可能と思わ
れ,防除作業との汎用利用として有効であろう。
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